セラミックスコーティング

材料、特に工具、金型や機械部品の機能特性には、耐摩耗性や耐焼き付き性、あるいは特定の条件下での耐酸化性や耐腐食性など、その表面の特性が非常に重要な項目となります。セラミックスは一般に耐摩耗性、耐熱性、耐食性に優れ、これらの分野にも幅広く適用されるようになってきました。
しかし、多くの長所を持つ反面、後加工が非常に困難であるため、適用できる形状が制約されていました。
このため、非常に優れたこれらの特性をもつセラミックスの薄膜を金属材料等の基材表面にコーティングすることにより、基材とセラミックスの優れた長所を併せ持つユニークな複合材料を作ることが可能になります。
このようなセラミックコーティングを、工具や金型や機械部品等に適用することにより、従来材料に比べ、耐摩耗性や耐焼き付き性、摩擦係数の低減等により、工具性能、摩擦性能や寿命を大幅に向上させることが可能となります。
また、さらに成分の組み合わせによる複合コーティングにより、それぞれの成分の特徴をあわせ持たせたり、新規な性能をもたせた新しいコーティングも開発されています。
主な膜材質としては、TiN（窒化チタン）、TiAlN（窒化チタンアルミニウム）、TiC（炭化チタン）、TiCN（炭窒化チタン）、CrN（窒化クロム）、SiC（炭化珪素）、Si3N4（窒化珪素）、Al2O3（アルミナ）、DLC（ダイヤモンドライクカーボン）などがあります。
これらのセラミックコーティングは、工具以外にも半導体装置部品や自動車部品、AV機器部品、装飾部品にも多く適用されています。
